
全国学習状況調査についてのまとめ 

1. 生徒たちの将来への夢や目標 

現状: 調査結果では、将来の夢や目標をもっている生徒の割合が全国平均よりも高いことがわかりま
した。これは、生徒たちが将来に対して前向きであり、具体的な目標をもつことで学習に積極的に取り

組んでいることを示しています。このような姿勢は、学力の向上やキャリア形成の大切な基盤となりま

す。 

今後の取り組み: 学校では、キャリア教育や職場体験を充実させ、生徒が夢や目標をより具体化でき
る機会を提供していきます。これにより、目標をもつ生徒が他の生徒にも刺激を与え、より良い学習

環境をつくり上げていくことを目指します。 

2. 生徒の自己肯定感について 

現状: 「自分には良いところがある」と感じている生徒の割合が全国平均よりも高い結果が出ていま
す。自己肯定感の高さは、心の健康だけでなく、他者との協力や学習への積極的な姿勢にもつなが

ります。 

今後の取り組み: 生徒の自己肯定感をさらに高めるために、小さな成功体験を積む機会を増やして
いきます。グループワークや発表活動を通じて、生徒同士が互いの良さを見付け合える場を設けるこ

とで、より前向きな学習態度を育てていく予定です。 

3. 友達関係の満足度について 

現状: 「友達関係に満足している」と答えた生徒が多く、学校内では良好な人間関係が築かれている
ことがわかりました。これは、生徒の学校生活の満足度やストレス軽減に大きく貢献していると考えら

れます。 

今後の取り組み: この良好な関係性を生かして、協力学習やグループワークを取り入れ、学習面での
相互支援を促進していきます。また、生徒が安心して意見を出し合える環境をつくることで、自ら学ぶ

意欲をさらに引き出していきます。 

4. ICT活用への意欲 

現状: ICT機器の活用に対して、生徒たちは「すぐに調べられる」、「友達と考えを共有できる」などの
利点を認識しており、積極的に取り組んでいます。これは、ICTを効果的に活用するための素地がす
でに備わっていることを示しています。 

今後の取り組み: この意欲をさらに引き出すために、ICTを活用した協働学習の機会を増やしていき
ます。たとえば、プロジェクト学習やプレゼンテーション活動などでICTを活用できる環境を整備し、生
徒が自発的に学べる場を広げていきます。 

5. 地域社会への関心 

現状: 調査では、地域や社会に貢献したいと考える生徒の割合が全国平均に近い水準であることが
わかりました。これは、生徒たちが自分の地域に関心を持ち、コミュニティに積極的に参加しようとす

る意識が育まれていることを示しています。 



今後の取り組み: 地域の行事やボランティア活動等への参加をつうじて、生徒が地域社会に貢献す
る経験を積む機会をもてるよう促していきます。また、地域の方々との交流を通じて、生徒の視野を

広げ、目標に向かって成長するための動機づけを行っていきます。 

 

課題への取り組みについて 

生活習慣や学習意欲の面で課題も見られます。これらの課題に対して、次のような改善策を実行して

いきます。 

1. 生活習慣の安定化 

現状: 朝食を毎日食べる生徒や、毎日同じ時間に寝る生徒の割合が東京都や全国平均に比べて低
いことがわかりました。健康的な生活習慣が十分に確立されていない生徒が多いようです。 

今後の取り組み: 朝食の重要性を啓発する健康教育の強化や、保護者の皆様と連携した生活リズム
改善の取り組みを進めていきます。家庭への情報提供等を実施していきます。 

2. ICTの活用促進 

現状: 自主的に学習目的でICT機器を使用する生徒が少なく、ICT機器を用いての家庭学習の習慣
が全国平均に比べて低いことがわかりました。 

今後の取り組み: ICTを活用した授業を増やし、生徒が自宅でもICT機器を活用して学習できるような
取組を強化します。また、保護者にICT学習のメリットを伝え、家庭での利用を促進していきます。 

3. 学校生活や学習に対する楽しさの向上 

現状: 学校生活や授業に興味や楽しみを感じる生徒が少ないことがわかりました。 

今後の取り組み: 授業では個別最適な学習やプロジェクト学習を導入し、生徒が主体的に取り組める
活動を増やします。さらに、生徒が主体的に学校生活を楽しめるような環境づくりを進めていきます。 

4. 自己肯定感の向上 

現状: 自分の良いところを認めている生徒の割合が全国や東京都の平均と同程度であるものの、さ
らなる向上が求められます。 

今後の取り組み: 生徒一人一人の長所を認める教育活動を充実させ、教師が積極的に生徒の成長
や努力を認め、フィードバックしていけるよう務めます。プロジェクトや発表会など、成功体験を積む機

会を提供し、自信と自己肯定感を高める取組を行っていきます。 

5. 学習時間の確保 

現状: 平日や週末の勉強時間が全国平均に比べて少ないことが、学力の伸びに影響している可能性
があります。 

今後の取り組み: 各教科の学習法についての指導を充実させ、自主学習の習慣化を図ります。ま
た、自主学習を進めていく上で重要となる自己調整力を育めるようにしていきます。eライブラリなどの
EdTech教材を積極的に活用していきます。 

 



これらの取り組みは、生徒の生活習慣や学習意欲の向上、そして学校生活をより充実させるための

具体的な手段です。このためには、家庭や地域との協力が不可欠であり、学校内外での連携を強化

することが重要であると考えています。 
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